
 ―――　「わが子の未来」　―――　　

未曾有の大震災を受け、人々はこれまでの暮らしの矛盾や身勝手さに気づき、改善された生活設計と地域づくりをし

なければならない時期到来と捉え始めています。わが子の未来を考えるとき、これまでと同じではいけないと誰しも

が口にする「理想的」社会の構築を、真摯に問い、考え、行動することが真に必要な時代となっ ています。実現可

能な暮らしぶりの改善やこれまでと違う街づくりについて、今こそ論議を深め、人任せにしない実践力の行使が大切

なのだと強く思い至りまし た。

   そこで、我々は、「持続可能」で「安心安全な社会」形成をめざし、「新エネルギー」を個々の暮らしや事業体の改善、

新しい地域 創造、街区創造等への応用導入を可能にするため、積極的に産学官の研究知財を活用するとともに、「新

エネルギー」の具体的技術及び方法を明示した実現可能 な企画提言を行い、社会全般への普及と国民生活の恒久的

な福利の向上に資する新技術の発掘及び評価・標準化等を図り、技術的並びに経済的な活用推進を目的 として、「一

般社団法人持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会」を、ここに設立するものであります。

一般社団法人　持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会

 略称 /別称：ジャスファ       英文略称：JASFA 
website : http://jasfa.info/         　 e-mail：info@jasfa.info

事業本部：〒982-0003 宮城県仙台市太白区郡山 4丁目 10番 2号

TEL：022-246-6421　 FAX：022-249-7253

東京本部：〒141-0022 東京都品川区東五反田 5丁目 22番 11号

TEL：03-3490-6021　FAX：03-5795-1425
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｢持続可能｣で｢安⼼安全な社会｣形成をめざし、｢新エネルギー」 を個々の暮らしや事業体の
改善、 地域づくり・まちづくりに導⼊するため積極的に産学官の研究知財を応⽤するとともに、
地域社会に普及促進が図れる技術の発掘と活⽤推進を⽬的とし活動を⾏う。

中央建設企業経営振興事業協同組合連合会　公認研修機関

舞鶴工業高等専門学校 校長、工学博士

環境学習推進の協力に関する協定締結

東松島市阿部市長 ( 当時・写真右）と、初代井口会長   H26.4.7

台湾建築中心 (TABC）とのMOU調印式

財団法人台湾建築中心　会議室にて   H26.9.2

◆ JASFA 取組　会員間連携活動状況　抜粋 ◆
・建設雇用促進高度職業訓練アカデミー活動、　・新エネ基盤整備促進事業（北海道平取町）

・NEDO地熱発電技術研究開発事業「地熱発電・小型バイナリーの実証実験」平成 25年～平成 27年

・環境省「平成 26年度里地里山ＦＳ調査業務」

・川崎市／環境技術産学公民連携公募型共同研究「少量・低温度域排熱の有効利用」平成 26 年～平成 28年

・みやぎ産業振興機構／平成 27年度プロジェクト創出研究会「小型熱利用システム研究会」

・全国中小企業中央会／平成 27年度補正ものづくり補助金事業

　「150℃以下の未利用廃熱を利用した冷凍サイクルの開発」

・平成２９年度宮城県クリーンエネルギー・省エネルギー関連新製品創造支援事業

　「未利用熱を活用した廃熱エンジンの開発」

・地域復興実用化開発等促進事業「自然エネルギーを活用した、IoT 営農による産地化促進

　プログラム「AgriNova」( 日本語名「 アグリの場 」) の実用化開発」　平成 29 年～令和２年

・平成 31年度　新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO)｢エネルギー環境先導研究プログラム」

・平成 31年度　宮城県新エネルギー等環境関連設備開発支援事業受託 ( 東北大学連携 ) 等　

・令和２年度　新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO)｢中小・ベンチャー企業を対象とした戦略的省エネル

ギー秘術革新プログラム」等　　令和 4年３月現在

ジャパン・レジリエンス・アワード

Vol.22 2022.3 - 600 ※（一社）JASFA は、法人税法第 2条第 9号の２に規定する非営利型法人であり、収益事業を行わない団体である。

令和２年度

2015,2016 にて 2年連続優秀賞受賞

 宮城県ストップ温暖化賞　大賞受賞

令和３年度　新エネ大賞　資源エネルギー庁長官賞受賞
（分散型新エネルギー先進モデル部門）

新エネ大賞

令和３年度

（強靭化大賞）



スケール抑制と高効率の熱交換を実現
    　　　　　　　　　     長崎県小浜温泉にて   R3年3月

環境省「環境保全協働取組」　東松島市就労支援講座

環境教育活動の一環として太陽光調理器を子どもたちに紹介
　　　　　　　　東松島市コミュニティ広場　  H25 年８月
仙台高等専門学校との共同プロジェクト

北海道にて環境・エネルギー産官学連携セミナー参加

北海道地区での JASFA 活動紹介　小野 代表理事   H25 年３月

強化WiFi アンテナ搭載モデル
東松島ひびき工業団地内　H24年6月

東松島市こども夏まつり 2013( 太陽光調理器）

太陽光発電システム施工　基礎実習　　    H25 年 11 月

「台湾でのビジネスマッチング会実施」  前田 副会長 H25 年６月

JASFA 報告会でのプロジェクト報告

NEDO省エネ革新プログラム（雲仙市）

復興庁「新しい東北」営農型太陽光発電事業の実証

復興庁H26年度「新しい東北」先導モデル事業
太陽光発電で被災地農山村を元気づける事業
　　　　　　　　           東松島市内にて　H26年９月

東京都八王子市内にて　H26年 2月

東松島市宮戸地区にて　H30年 1月

宮戸地区復興再生多目的施設として整備

リハビリ業務へのカルテ化導入実証実験

安全安心なエコタウン構築について
独立電源として採用されている
「ハイブリッドスマートデバイス」

C.W. ニコル氏基調講演　TKP GC 仙台にて   H27 年 3月

第三回国連防災会議でパブリックフォーラム開催

川崎国際環境技術展 2016（とどろきアリーナ）出展

K-NIC における JASFA 中間報告会 2019　

NEDO新エネ部主任を招き中間報告会　        R１年 11月

台湾から TABC モリス氏、TCS 田中氏来日   H28 年 2月
H27 ものづくり補助事業参画　

岩沼市にて組立調整検収 　　　　　　　  H28 年 10 月
福島イノベーションコースト構想事業参画 　

南相馬市にて、自然エネルギーを活用した IoT 営農による産地化促進プログラム「AgriNova」の実用化開発　　H29～ R2年

Kawasaki-NEDO Innovation Center ミューザ川崎５F

2019 日台グリーンエネルギー商談会 in 台南

仙台市郡市長からの親書をお持ちしました　　  　R1年11月


